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はじめに

本書は高調波抑制ユニットＳＢ３を適用する際の留意事項と対策についてまとめたもの

です。本書をよくお読みの上、正しく御使用下さい。

本書でＳＢ３と組合せるインバータは、ＶＦＡ５およびＶＦＡ７を想定しておりますので、

他のインバータの場合は、インバータの仕様を確認の上、準拠してください。取扱い方法

の詳細については、取扱説明書を参照下さい。

　　　　　　　　　

I.M.

電源トランス→2.2

直列リアクトル→2.4

進相コンデンサ→2.4

ノイズカットトランス→1.3

ＭＣＣＢ

高減衰形ラジオノイズ低減フィルタ→1.2

電磁接触器

零相リアクトル→1.2

　　　　簡易形ラジオノイズ低減フィルタ→1.2

高周波フィルタ用リアクトル

　　　　高周波フィルタ用コンデンサ

入力リアクトル

高調波抑制ユニット→4.2，5.2，6.1，6.3

インバータ（直流リアクトルは接続不要）→2.3，3.2，3.3

　　　　制御電源ｵﾌﾟｼｮﾝﾕﾆｯﾄ（VFA7/VFP7の 22ｋＷ以下の場合のみ）

　　　　制動抵抗器／制動ユニット→5.1

零相リアクトル→1.2

出力リアクトル／モータ端サージ電圧抑制フィルタ（ＭＳＦ）

　　　　／正弦波フィルタ→4.2

図１．単線結線図　　（“→”は参照の項を示しています。）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｅ６５８０９２４

３

　

　X

　Y

　Z

ON
OFF

ＳＢ３

FLA

FLB

FLC

PA PA

PC PC

Ｒ

Ｓ

Ｔ

U　Ｘ

V　Y

W　Z

U　Ｘ

V　Y

W　Z

R1

S1

T1

R
0

S
0

イ
ン
バ
ー
タ
へ

MC

F
L
A

F
L
B

F
L
C

MC

R1

S1
SB3へ

R0

S0

MC

閉で運転

開で停止

R
Y
C

R
Y
B

R
Y
A

C
C

S
T

高周波フィ

ルタ用

リアクトル

高周波ﾌｨﾙﾀ用ｺﾝﾃﾞﾝｻ

入力

リアクトル

TR

　　*１

(例)

400/200V

零相

ﾘｱｸﾄﾙ

(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

 　　　EX

＊３　RST

　　　RUN

 　　　CC

高減衰形

ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ

(ｵﾌﾟｼｮﾝ)
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＊１：４００Ｖ系の場合、制御回路電圧は降圧トランスなどを使用し、２５０Ｖ以下で保護回

　　　路（ＦＬシーケンス）を組んで下さい。

＊２：ＳＢ３接続時にインバータのＰ０－ＰＡ間には直流リアクトルは接続不要です。

　　　直流リアクトルを入れても力率改善や高調波抑制効果はありません。

＊３：故障リセット回路は、ＳＢ３とインバータ共通で使用した場合、一回のリセット動作で

正常に復帰しない場合がありますので、個別にリセット回路を設けるか、ＳＢ３へのリセッ

ト信号入力を遅延(100ms 以上)させることを推奨します。特にＳＢ３－２０５５ＢＹ－Ａ

３，２１１０ＢＹ－Ａ３の場合、ＳＢ３とインバータが同時に故障トリップしたときに、イ

ンバータリセット後の再リセットでＳＢ３が復帰することがあります。

  図２     ＳＢ３接続図例（２２ｋＷ以上の場合）
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1. ノイズ対策
ＳＢ３を設置してインバータを駆動した場合、インバータだけでなく、ＳＢ３もノイズの

発生源となります。インバータの取扱い説明書のＥＭＣ対策欄をご熟読いただくとともに、

ＳＢ３が設置されている場合は以下の点をご注意ください。

1.1 配線について
ＳＢ３入力側とインバータ出力側の主回路配線は極力分離（２０ｃｍ以上）して、並行配

線しないでください。制御配線は入出力の主回路配線と分離してください。

漏洩電流を抑制するため対地浮遊容量の小さい主回路ケーブル（ＣＶケーブル等）を使用

してください。対地浮遊容量が大きくなる主回路シールド線や金属配線管は避けてくださ

い。もし主回路シールド線を使用する場合、シールド部分は接地せず絶縁するようにして

ください。 その際には、接触して感電しないように確実に絶縁してください。

1.2. ノイズフィルタについて
� 高減衰形ラジオノイズ低減フィルタ

インバータがＥＭＩノイズフィルタ内蔵のＶＦＡ７（２００Ｖクラス７．５ｋW 以下、

４００V クラス１５ｋW 以下）の場合、ＳＢ３から直流入力する場合は内蔵のＥＭＩノ

イズフィルタは接続されませんので、ＳＢ３の電源側に高減衰形ラジオノイズ低減フィル

タの取付を検討ください。高減衰形ラジオノイズ低減フィルタは、下記誘導性フィルタや

容量性フィルタの機能を兼ね備えています。

� 零相リアクトル（誘導性フィルタ）

零相リアクトル（誘導性フィルタ）をインバータ出力側とＳＢ３入力側（図１参照）に設

置すると効果があります。電線は零相リアクトルに４ターン以上巻きつけてください。電

線が２２ｍｍ２以上で巻きつけられない場合は４個以上に貫通させてください。推奨零相

リアクトルは下記の３種類がありますが、特にＬ（インダクタンス）値の大きいＦ１１０

８０ＧＢは効果が大きくなります。

形式 メーカ 参考Ｌ値（μＨ）　at　100kHz

Ｆ１１０８０ＧＢ 日立金属 １１．２７～２０．９３

ＲＣ５０７８ 双信電機   ７．５３～１２．２４

ＲＣ９１２９ 双信電機     ３．７～６．５

（誘導性フィルタは接地線、筐体、大地等を通るコモンモードノイズ低減に有効です。）

� 簡易形ラジオノイズ低減フィルタ（容量性フィルタ）

簡易形ラジオノイズ低減フィルタ（容量性フィルタ）を接続するときは、図１の簡易形ラ

ジオノイズ低減フィルタの位置に接続ください。（容量性フィルタは音響機器などへの電

波障害防止に効果があります。）

� ノイズを受ける側

ノイズを受ける側（センサ、アナログ信号回路等）には、事前にフィルターの設置、ディ

ジタル化等の耐ノイズ性の強化を推奨します。
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1.3. 漏洩電流対策
漏電遮断器や地絡リレー等は、高周波対策付きのものを使用してください。（推奨漏電遮

断器：東芝シュネデールエレクトリック㈱製ＮＪＶシリーズ、ＬＥＨシリーズ）ＳＢ３と

同一系統の他に設置されている設備の漏電遮断器や地絡リレー等も高周波対策付きのも

のにするかあるいは設定電流を大きくすることを検討してください。

ＳＢ３の電源ＭＣＣＢ部分にノイズカットトランスを設置すると、ノイズ低減と併せて漏

洩電流の回り込み回路も遮断できるので漏洩電流対策となります。ノイズカットトランス

は高価ですが、重要設備にはあらかじめ適用を検討してください。

2. 高周波による影響と対策
ＳＢ３は電源側高調波抑制するために、ＰＷＭ（パルス幅変調）制御して入力の交流電流

波形を擬似正弦波（通産省、特定需要家　高調波抑制対策ガイドライン、等価容量におけ

る換算係数Ｋ５＝０）にしています。このＰＷＭ制御に起因して、スイッチング周波数（キ

ャリア周波数）分の電圧が電源側に発生します。ＳＢ３周辺機器の高周波フィルタ（リア

クトル＋コンデンサ）でこのキャリア周波数成分を低減させますが、完全に無くすことが

できないため、下記の対策が必要になる場合があります。

2.1. ＳＢ３のスイッチング高周波の影響
ＳＢ３のキャリア成分等価回路は図３の様になります。この図により明らかな様に，電源

に発生するキャリア成分の電圧Ｖscf はＳＢ３のＰＷＭ波形Ｖcf を電源インピーダンス

ＺｓとＳＢ３入力リアクトルよるインピーダンスＺLsbの分圧となります。すなわち，イ

ンバータ直流電圧が電源インピーダンスとＳＢ３入力リアクトルによるインピーダンス

により分圧され，電源に現れることになります。したがって，電源インピーダンスが高く

なれば（電源容量が小さければ）このキャリア成分の電圧が大きくなり問題となります。

また，この電圧は直流部電圧が一定であれば，電流には依存せず一定となります。この影

響を小さくするため，高周波フィルタを接続していますが，電源インピーダンスが０にな

らない限り，キャリア成分の電圧も０にはなりません。また，高周波フィルタ設計時には

ＳＢ３入力容量に見合った入力トランス容量（表１参照）のインピーダンスを使用し，問

題のないレベル（ピーク・トゥ・ピークが直流電圧の４％以下）にキャリア成分の電圧を

抑制するように各定数を決定しています。このキャリア成分の電圧は電源電圧の正弦波に

重畳されます。したがって，電源インピーダンスが大きくなれば，重畳されるキャリア成

分の電圧が大きくなり，ＳＢ３高周波フィルタや，その他電源系統に接続されているフィ

ルタ類が過熱，焼損する可能性があります。

図３．キャリア成分等価回路 （ＰＷＭ波形）

ZLsb

VcfVscf

Zs

ＳＢ３
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2.2. 電源トランス、発電機の選定条件
　高周波電圧耐量の小さい機器の誤動作や破損を防止するため、電源トランス、発電機等

を選定時には、電源インダクンス（変圧器や発電機の漏れインダクタンス＋配線インダク

タンス）の検討をしてください。特に、シーケンスチェック時など、負荷電流が流れなく

ても小容量のトランスや発電機で試験的に短時間でもＳＢ３を運転すると、同一系統のサ

ージキラーやＳＢ３制御回路のサージキラー等が発熱焼損することがあります。シーケン

スチェック方法は２．３項を参照ください。

　推奨トランス容量（表１）以上、％インピーダンスが５％以下のトランスにＳＢ３を１

台接続であれば許容できると考えられます。表１の最大電源インダクタンスは、ＳＢ３定

格電流時のコンタクタ用ＣＲサージキラーの高周波電圧耐量から算出したものです。ＳＢ

３を２台並列，３台並列時は，最大電源インダクタンスをそれぞれ１／２，１／３にして

ください。

機種 推奨トランス容量

［ｋＶＡ］

参考ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ（標

準トランス＋推

奨電線200m）

[mH]

最大電源

インダクタ

ンス

[ｍＨ]

キャリア

周波数

[Ｈｚ]

SB3-2055BY-A3 10 0.133 ∞ 10000

SB3-2110BY-A3 20 0.123 ∞ 10000

SB3-2220P1 50 0.079 0.7 8200

SB3-2370P1 75 0.081 0.15 8200

SB3-2550P1 100 0.07 0.06 8200

SB3-4220P1 75 0.206 ∞ 8200

SB3-4370P1 75 0.204 ∞ 8200

SB3-4550P1 100 0.171 ∞ 8200

SB3-4750P1 150 0.127 10 8200

SB3-4110KP1 200 0.113 1.7 4100

SB3-4160KP1 300 0.076 0.15 4100

　　　　表１．推奨トランス容量と最大電源インダクタンス

電源トランスの漏れインダクタンスは概略次式で計算できます。

１００
％Ｚ

２πｆＰ
Ｖ

　　Ｌ
２

×⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
=

Ｌ：電源トランスの漏れインダクタンス  [mH]

Ｖ：電源トランス２次電圧              [V]

Ｐ：電源トランス容量（皮相電力）      [kVA]

％Ｚ：パーセントインピーダンス  [%]

発電機の場合は、電源トランスの場合よりインダクタンスが大きくなり、キャリア成分の

電圧が大きくなりますので、発電機に併設された自動電圧調整装置（ＡＶＲ）の高周波耐

量を発電機メーカに確認ください。
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2.3. シーケンスチェック方法

電源トランス容量が小さい場合は、ＳＢ３を運転することはできませんが、インバータの

シーケンスチェックや、モータを無負荷運転させたいときは、次の方法で検討してくださ

い。

� ＳＢ３－２０５５ＢＹ－Ａ３，２１１０ＢＹ－Ａ３の機種の場合

ＲＵＮ－ＣＣ間の配線を外し、開放状態とするのみでＯＫです。

� ＳＢ３を通して主回路電源を供給する方法（ＳＢ３が２２ｋＷ以上の機種）

１）ＳＢ３は絶対に運転しない様に、ＲＵＮ－ＣＣ間の信号配線を外します。

２）Ｐ２４－ＡＬＭ間にＤＣ２４Ｖリレーを接続し、リレーのＡ接点をインバータの

    ＳＴ－ＣＣ間に接続します。（仮接続）

３）ＳＢ３の不足電圧時にインバータ運転を停止するため、ＳＢ３のパラメータ almp＝

１，all1＝２４０Ｖ（４００Ｖクラスは４８０Ｖ）に設定します。設定を誤るとＳＢ３が

破損することがありますのでご注意ください。

４）シーケンスチェックが終了したら、配線やパラメータを元に戻します。

� インバータに直接交流電源を供給する方法（インバータに交流入力端子がある場合）

１）ＳＢ３への入力電源を外し、インバータの交流入力端子（Ｒ,Ｓ,Ｔ）に接続します。

２）インバータの直流入力端子ＰＡ，ＰＣの配線を外します。

３）インバータのＳＴ－ＣＣへの信号を短絡する（上図）か、あるいはＳＴ－ＣＣの配線

を外してからＳＢ３へのＲＵＮ信号を取外してＳＴ－ＣＣへ接続します。（ＳＢ３のＲＵ

Ｎ信号でインバータの運転準備完了になるようシーケンス変更する）

４）シーケンスチェックが終了したら配線を元に戻します。

SB3        ｲﾝﾊﾞｰﾀ
RY

ALM CC

ｲﾝﾊﾞｰﾀ

ST     CC

PA  PC

ＩＭ電源

R

S

T

U

V

W

P24 ST
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2.4. 低圧進相コンデンサについて
同一系統に進相コンデンサ（力率改善用コンデンサ）が接続される場合は、直列リアクト

ル付き進相コンデンサを検討してください。（ＪＩＳ－Ｃ４９０２の高圧の直列リアクト

ルに準じて、コンデンサリアクタンス比６％以上の直列リアクトルを推奨します。）直列

リアクトルが無いとキャリア成分の高周波で進相コンデンサが過熱する可能性がありま

す。特に既設の主回路毎に進相コンデンサを設置している母線に、ＳＢ３を追加する時に

注意が必要です。ＳＢ３側での対策は困難なため、次の対策例を検討ください。

� 対策例

１）低圧進相コンデンサに直列リアクトルを設置する。（コンデンサの定格電圧は、直列

リアクトルによる電圧上昇に注意）

２）ＳＢ３と同じ母線の負荷には進相コンデンサの設置をしない（取り外す）。

３）ＳＢ３回路専用のトランスを設け、商用回路の負荷と分別する。

3. 瞬停対策
ＳＢ３の瞬停は、制御電源（Ｒ１、Ｓ１、Ｔ１）の電圧位相で検出しています。１２ｍｓ

以上（５．５ｋW、１１ｋＷは４ｍｓ以上）制御電源が供給されないと瞬停と判断し、Ｓ

Ｂ３の運転動作を停止します。

3.1. 瞬停検出後の動作
ＳＢ３の運転準備完了出力信号ＲＹＡ，ＲＹＣ（５．５ｋＷ，１１ｋＷはＰ２４－ＲＤＹ

間に外部リレーを接続し、そのａ接点）をインバータの運転準備信号端子（ＳＴ―ＣＣ）

に接続するよう推奨しています。（図２参照）ＳＢ３が瞬停検出すると、下表のように運

転準備完了出力信号をＯＦＦするため、インバータはフリーラン状態となります。復電後、

運転準備完了出力信号が復帰し、インバータ運転指令がＯＮであるとインバータは再始動

します。

ＳＢ３容量 200V－５．５ｋＷ，１１ｋ

Ｗ

２２ｋＷ以上

運転準備完了信号ＯＮ条件 ＲＵＮ信号とは無関係 ＲＵＮ信号ＯＮ後昇圧完了

瞬停時の運転準備完了信号

ＯＦＦ条件

制御電源瞬停検出でＯＦＦ 制御電源瞬停検出で運転停止

し、主回路不足電圧となって

ＯＦＦ

3.2. インバータの瞬停再始動について
フリーラン後モータ回転数に合った周波数でスムーズに再始動させるには、インバータの

瞬停再始動機能の「ＳＴ入り切り時再始動有り」にパラメータ設定して下さい。設定しな

い場合は０Ｈｚからの始動になりますのでインバータが過電流や過電圧でトリップする

ことがあります。

瞬停時の再始動がシステム上問題となる場合は、運転準備完了信号の瞬時ＯＦＦ後、ＳＴ

信号が復帰しないようにするなど外部シーケンスにて対応してください。
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3.3. 　インバータの瞬停ノンストップ制御について
インバータの瞬停ノンストップ制御機能は、インバータが不足電圧になる前にモータから

の回生エネルギーを使って運転を継続する機能ですが、ＳＢ３と組合せて使用する場合は、

次の点に留意して、事前に瞬停試験で確認ください。

ＳＢ３の不足電圧レベルとインバータの不足電圧レベルが異なるため、インバータの瞬停

ノンストップ制御中にＳＢ３が不足電圧となり、瞬停ノンストップ制御が正常に機能しな

い可能性があります。

また、復電時のＳＢ３の電圧制御とインバータの瞬停ノンストップ制御による直流電圧制

御がマッチングせず、過電圧となる場合があります。

これらの場合は、瞬停ノンストップ制御をＯＦＦしてください。

3.4. 瞬時電圧低下について
ＳＢ３運転中に制御電源入力電圧が低下した場合、ＳＢ３の瞬停検出が動作しない場合が

あります。瞬停検出しないで運転中に入力電源電圧が復帰した場合、ＳＢ３が過電流トリ

ップする場合があります。瞬時電圧低下が発生する場合は対策が必要です。

� 過電流トリップのメカニズム

主回路電源電圧に低下が発生

ＳＢ３の主回路直流電圧が低下

ＳＢ３は電流を増加させて直流電圧を一定に保とうと制御を行う

主回路電圧が復電する

入力電圧が一気に上昇するため、直流電圧が上昇する

電流を低下させる電流制御が追随出来ず過電流保護動作（ＯＣトリップ）に至る
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� 対策

ＳＢ３本体での瞬時電圧低下の検出改造は不可能なため、外部で入力電圧の低下を検出し

ＳＢ３の制御電源断としてください。復電後自動再始動が必要な場合は、一定期間（１秒

以上）後再起動を行うようなシーケンスとしてください。（下図参照）

入力電圧が１０％程度の低下の場合は、外部での入力電圧低下の検出は困難なため、ＳＢ

３の過電流トリップは避けられない場合があります。

4. ４００Ｖクラスのモータ端サージ対策

4.1. インバータ駆動時のモータ端サージ電圧について
インバータとモータ間の配線にはインダクタンス（Ｌ）と浮遊容量（Ｃ）とが存在し、イ

ンバータ素子のスイッチングによる電圧変化がＬＣ共振によるサージ電圧を発生させま

す。４００Ｖ級インバータで駆動する場合は、サージ電圧の大きさによってはモータ絶縁

の損傷に至る場合があります。＊１　サージ電圧の大きさはインバータ内部の直流電圧に比

例すると考えられますが、ＳＢ３を使用した場合、原理的に直流電圧を昇圧して制御して

いますので、ＳＢ３を使用しない場合に比べてサージ電圧が大きくなります。

＊１：日本電機工業会発行の「４００Ｖ級インバータで汎用モータを駆動する場合の絶縁

への影響について」

検出電圧

復帰電圧

ｵﾝﾃﾞｨﾚｰ

制御回路電圧

時間
検出器　ON

 R1　　S1　　T1

ＳＢ３

R0　　　　SO

インバータ

MC

　ON

電圧低下検出器

400/200V ＴＲ

400V ｸﾗｽのみ

必要

R1

S1

T1

制御電源
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4.2. 対策
モータ端サージ電圧を容易に計算できないため、電源電圧が４００Ｖ級の場合、次の方法

で対策してください。既設モータと組合せて使用する場合を除き、インバータ駆動する場

合は絶縁強化したモータを使用してください。

� 電源にＳＢ３を使用した場合

高調波抑制ユニットＳＢ３は、電源電圧より高く昇圧した直流電圧となりますので注意が

必要です。

インバータ容量 ７５ｋＷ以下 １１０ｋＷ以上

電源電圧 ４００Ｖ以下 ４００Ｖを越える ４２０Ｖ以下 ４２０Ｖを越える

直流電圧 ６２５Ｖ以下 ６２５Ｖを越える ６６０Ｖ以下 ６６０Ｖを越える

絶縁強化モータ

(許容ｻｰｼﾞ 1250V)

ＳＢ３直流電圧設定

＊１

リアクトル設置

＊２

標準適用可 リアクトル設置

＊２

絶縁未強化モータ ＭＳＦ設置

＊３

ＭＳＦ設置

＊３

正弦波フィルタ

設置　　＊４

正弦波フィルタ

設置　　＊４

リアクトル、ＭＳＦおよび正弦波フィルタはインバータ出力端に接続してください。

インバータ出力端にリアクトル、ＭＳＦおよび正弦波フィルタを設置すると、電圧降下し

ますので、インバータ容量の検討や、ベクトル制御を採用する場合の検討が必要です。

＊１．電源電圧が４００Ｖ以下のときはＳＢ３の直流電圧設定値を√２×１．１×電源電

圧に設定して下さい。

＊２．リアクトル：出力リアクトル（またはモータ騒音低減リアクトル）

    出力リアクトル選定表

インバータ容量（４００Ｖクラス） 出力リアクトル形式（入力リアクトルの流用）

０．７５～２．２ｋW ＰＦＬ４０１２Ｓ

３．７～７．５ｋW ＰＦＬ４０２５Ｓ

１１～１８．５ｋW ＰＦＬ４０５０Ｓ

２２～３７ｋW ＰＦＬ４１００Ｓ

４５，５５ｋW ＰＦＬ４１５０Ｓ

７５ｋW ＰＦＬ４３００Ｓ

１１０ｋW、１３２ｋＷ ＰＦＬ４４００Ｓ

１６０ｋW ＰＦＬ４６００Ｓ

＊３．ＭＳＦ：モータ端サージ電圧抑制フィルタ

＊４．正弦波フィルタは別途ご相談ください。

� サージ電圧が既知で問題無いとき

実測や実績で、サージ電圧が１２５０Ｖ（絶縁強化モータの許容サージ電圧）を越えない

とわかっているときは、インバータの出力端にリアクトルやフィルタを省略することが可

能です。
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5. 電源回生ユニットとして使用時の注意

5.1. 電源回生の応答
２２ｋW 以上のＳＢ３の電源回生機能を使用する場合、直流電圧上昇から電源回生動作

開始までの応答が最大０．４秒かかることがあります。応答の速い減速および回生動作の

ある負荷に適用すると、急峻な直流電圧の上昇によりインバータが過電圧トリップするこ

とがありますので、インバータ側に制動抵抗を取り付けるなどの対策をして、急激な過電

圧を一時的に消費することが必要となります。

5.2. 直流電圧の設定
� ＳＢ３－２０５５ＢＹ－Ａ３，２１１０ＢＹ－Ａ３の機種の場合

２００Ｖクラス５．５ｋＷ，１１ｋＷのＳＢ３の直流電圧は３３０Ｖ固定となっています。

入力電圧がＡＣ２２０Ｖ以上で電源回生ユニットとして使用する時は、直流電圧の調整が

必要になる場合がありますのでご注文の際には別途ご相談ください。

� ２２ｋＷ以上の機種の場合

電源回生するために、２２ｋＷ以上のＳＢ３については直流電圧を下式のように設定して

ください。

パラメータ  avc＝０（直流電圧手動設定モード）：出荷時設定通り

パラメータ vrm＝（ＳＢ３停止時の直流電圧モニタの値×１．１以上）

２００Ｖクラスの場合、出荷時 vrm=３３０Ｖ（４００Ｖクラスは６６０Ｖ）に設定され

ていますので、ＡＣ２２０Ｖ（ＡＣ４４０Ｖ）以上の電源の場合は vrm を出荷時設定か

ら変更しないと正常に電源回生できない場合があります。

6. 複数台インバータとの組合せ
１台のＳＢ３に複数台のインバータを接続してコモンコンバータ方式で使用する場合に

ついての注意事項を説明します。インバータの入力配線は、並列的にインバータからイン

バータへ渡るような配線は避け、ＳＢ３からインバータ個々に配線するようにしてくださ

い。

6.1. ＳＢ３容量の選定
ＳＢ３ユニット１台に対して、インバータを複数台運転する場合、基本的にはインバータ

定格電流の合計がＳＢ３定格電流を越えないようしてください。

　　　　ＩＳＢ≧ＩＩＮＶ１＋ＩＩＮＶ２＋…＋ＩＩＮＶｎ

　　　　ＩＳＢ：ＳＢ３定格電流

　　　　ＩＩＮＶｎ：インバータｎの定格電流

モータ容量がインバータ容量に比べて１ランク以上小さいときや、モータの運転パターン

によっては、ＳＢ３の容量を小さくできる場合があります。

また、６．３項の突入電流抑制抵抗の耐量を検討する必要があります。
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6.2. インバータの過電流トリップの対策
� 現象

ＳＢ３には電源投入時の突入電流抑制抵抗を内蔵していますが、インバータの直流入力回

路に突入電流抑制回路が無いインバータの直流入力スイッチをＯＮする（下図①）場合に

インバータが過電流トリップする場合があります。（インバータＶＦＡ７（ＶＦＰ７）の

１８．５ｋＷ，２２ｋＷ（２００Ｖ／４００Ｖ共）は直流入力の突入電流抑制回路はあり

ません。）

・突入電流抑制回路の無いインバータ（ＩＮＶ２）への充電電流が過電流（下図②）

・他のインバータ（ＩＮＶ１）から突入電流抑制回路が無いインバータ（ＩＮＶ２）への

充電電流によりＩＮＶ１が過電流（下図③）

� 対策（インバータＶＦＡ７以外の場合）

ＳＢ３主回路電源通電中にインバータの直流入力スイッチのＯＮは行わないでください。

突入電流抑制回路の無いインバータの直流入力のＯＮは、直流電圧が放電した状態（ＳＢ

３入力電源ＯＦＦ後１０分以上経過して、インバータやＳＢ３のチャージランプが消えた

後）で行ってください。

� 対策（インバータＶＦＡ７の場合）

ＳＢ３に接続されるすべてのインバータが VFA7 シリーズ（ＶＦＰ７シリーズも含む）

の場合は、ＳＢ３主回路電源通電中にインバータ直流入力スイッチのＯＮが可能な場合が

あります。ＳＢ３に接続されているＶＦＡ７（ＶＦＰ７）の「突入抑制リレー投入時間パ

ラメータ」（Ｆ６０８）を１秒以上に設定してください。

直流入力の突入電流抑制回路が内蔵されていないインバータＶＦＡ７（ＶＦＰ７）の１８．

５ｋＷ，２２ｋＷ（２００Ｖ／４００Ｖ共）の場合は、さらに図４に示すように、外部に

突入電流抑制回路を構成してください。。

１）ＰＡ～Ｐ０端子間の短絡バーを外し、突入電流抑制抵抗器を取付けます。インバータ

の主回路情報（ＭＳ信号）をリレー受けし、コンタクターを入切させます。

　　注）Ｐ０(＋)－ＰＣ(－)端子からＤＣ入力し、短絡バーは取り外して下さい。

ＳＢ３

ＩＮＶ１

ＩＮＶ２

①

②

③

＋

－

直流の入り切り

ＣＩＮＶ１

ＣＩＮＶ２
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２）OUT1またはOUT2端子からＭＳ信号を出力します。出力端子(ＯＵＴ端子)に機能

番号１１４／１１５（外部突入抑制リレー用出力）を設定します。

　　　　　　［パラメータ設定］

タイトル 機　　能 調整範囲 設定値


出力端子機能選択(OUT

1)
0～119

114(外部突入抑制リレー用出力:正論理)

115(外部突入抑制リレー用出力:負論理)

6.3. ＳＢ３突入電流抑制抵抗について
インバータを複数台接続する場合、インバータのコンデンサ容量合計（接続する各インバ

ータの主回路コンデンサ容量の合計：（ＣＩＮＶ１＋ＣＩＮＶ２＋…＋ＣＩＮＶＮ）が大きくなり、

ＳＢ３の突入電流抑制抵抗の許容値を超えて過熱（破損）することがあります。インバー

タの直流入力部に突入電流抑制抵抗が無い場合は、インバータのコンデンサ容量合計が表

２の接続可能なコンデンサ容量を越えないようにしてください。接続するインバータに突

入電流抑制抵抗の有る場合は、表２の値より大きなコンデンサ容量を接続できる場合があ

りますのでお問合せください。

モータ

OUT1　または

OUT2

P

PC

PA

P24

ＤＣ入力

充電露出部には保護カバーを取り付けて感電を

防止してください。頻繁に直流スイッチを入り切

りする時は、突入電流抑制抵抗に放熱ファンを取

り付けて下さい。

 R

ＭＳ信号

主回路

　Ry

　　　 (C)

ｻｰｼﾞｷﾗｰ

＋

(A)

(B)

(C)

(A)

MC

Ry

ＩＭ

(C)

MC

(A)
VF-A7

R
S

T

U

V
W

図４　外部突入電流抑制回路構成

　AC200V

または

　AC400V

インバータ・回路構成機器仕様

２００Ｖ級 ４００Ｖ級

18.5kW 22kW 18.5kW 22kW

インバータ定格電流 73A 88A 37A 44A

主回路推奨電線サイズ 38ｍｍ２ 14ｍｍ２ 22ｍｍ２

突入電流抑制抵抗（Ｒ） 80W-3Ω 80W-8Ω

推奨操作ｺｲﾙ定格 AC200V AC400V

推奨品
東芝ｼｭﾈﾃﾞｰﾙｴﾚｸﾄﾘｯｸ（株）製

C35J(35A)

東芝ｼｭﾈﾃﾞｰﾙｴﾚｸﾄﾘｯｸ（株）製

C25J(25A)

主
回
路
用

コ
ン

タ

ク

タ
(M
C
)

推奨ｻｰｼﾞｷﾗｰ
マルコン電子（株）製

ＲＦＭ２Ｅ２２４ＫＤ

マルコン電子（株）製

ＲＦＭ２Ｈ１０４ＫＤ

主回路用電線ｻｲｽﾞ（Ａ） 38ｍｍ２以上 14ｍｍ２以上 22ｍｍ２以上

主回路用電線ｻｲｽﾞ（Ｂ） 14ｍｍ２以上 5.5ｍｍ２以上 8ｍｍ２以上

制御用電線ｻｲｽﾞ　（Ｃ） 0.75ｍｍ２以上

追加回路（お客様範囲）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｅ６５８０９２４

１５Ｅ

また、２００Ｖクラス１１ｋＷ以下および４００Ｖクラス７５ｋＷ以下のＳＢ３は、外部

に突入電流抑制抵抗を接続することにより、ＳＢ３と接続可能なコンデンサ容量合計を増

加させることができます。

　　（ａ）ＳＢ３突入電流抑制抵抗標準接続　　　　　　　（ｂ）ＳＢ３突入電流抑制抵抗

　　　　　（内蔵突入電流抑制抵抗を使用　　　　　　　　　　　外部接続

　　　　　　する場合）

機種 標準接続可能な

コンデンサ容量

合計（μＦ）

RP1-RP2間

外部突入電流

抑制抵抗仕様

外部抵抗接続時

接続可能な

コンデンサ容量合計

（μＦ）

SB3-2055BY-A3 15,600 80W-8Ω 16,300

SB3-2110BY-A3 15,100 80W-8Ω 16,100

200V SB3-2220P1 16,800 接続不可 －

ｸﾗｽ SB3-2370P1 34,100 接続不可 －

SB3-2550P1 51,300 接続不可 －

SB3-4220P1 10,400 60W-4Ω 22,700

SB3-4370P1 48,200 120W-2Ω 　　101,100

400V SB3-4550P1 46,100 120W-2Ω 99,000

ｸﾗｽ SB3-4750P1 11,600 240W-1Ω 31,400

SB3-4110KP1 199,400 接続不可 －

SB3-4160KP1 191,200 接続不可 －

　　　　　　　　　　　　　表２．接続可能なコンデンサ容量合計

ジャンパ

（出荷時取付）

ＰＣ

ＰＡ

ＲＰ３

ＲＰ２

ＲＰ１

ＭＳ

内蔵突入電流抑制抵抗

ＰＣ

ＰＡ

ＲＰ３

ＲＰ２

ＲＰ１

ＭＳ

内蔵突入電流抑制抵抗
外部抵抗

ＳＢ３ ＳＢ３

http://www.efesotomasyon.com/toshiba/



